
事業者の連絡先

ロボット分野

現状・背景 研究（実用化）開発の目標

開発者からの浜通り復興に
向けたメッセージ

20
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有限会社ランドビルド　福島県双葉郡浪江町北幾世橋伊織迫4　☎090-2798-6349（担当：技術　矢野洋夫）Mail：hiroo.yano@sam-fukushima.com
フジ・インバック株会社　神奈川県横浜市磯子区東町6-18　☎045-755-2261（担当：技術部　田村千晶）Mail：t-tamura@fuji-imvac.co.jp

研究（実用化）開発のポイント・先進性

有限会社
ランドビルド
技術　矢野洋夫

フジ・インバック
株式会社
技術部　植村慎司

　福島ロボットテストフィールドを基地
にして飛行試験を行い、災害時等にいち
早く状況把握及び物資の輸送を行う事を
目標に技術開発を積極的に行なう中小企
業に期待しています。
　　

　ペイロードが大きいです。安全性が高いです。
自動操縦で運用できますが、手動操縦でも簡単
に運用できます。全て国産の為、修理及びアフター
サービスに期待できます。夜間飛行が可能である
ので、茨城県からの要請で有害鳥獣の生態調査
を受注し、下記案件も受注しました。
　国土交通省　 秋田駒ヶ岳上空のオルソ写真撮影　2019年末　

長野県
　東電　送電線の撮影 
　商談成立数 5件　
　商談数 15件 50%程の成長率になる。

　ロボットテストフィールド
ユーザーにてデモ飛行を行
い、販売の促進及び機体改修
を行い、より実用性を向上さ
せます。
　外注先 (販売価格の 2～ 3
割 )を確保し、製造を増加さ
せます。

実施期間
▼

2019年度

実用化開発場所
▼
浪江町

2019年度開始

１ ) 安全性を重視し、ドローンとセスナ型無人機の特長
を合体させた無人機の開発を行いました。従来のセスナ
型機の様な長い滑走路を必要としません。離発着距離 10
～ 15mほどで草地、砂地からでも離陸及び着陸が可能
です。安全性が高く墜落の可能性が極めて低い機体です。
常時パラシュートを使用し、エンジン、制御系が 2重系
になっています。搭載量が大きく最大 50kg 搭載可能で、 
100 ｋｍ航続可能なので、50kmはなれた孤立した災害
地に物資輸送が可能です。全自動運用が可能で操作が簡
単です。

２ ) 常に世界的に先進な技術の追求を行い、オリジナル製
品の開発に取り組んでいます。現時点の競合製品は発表
されていません。
３ )  新商品開発では、海外は東南アジア、アフリカ向けに
　  　被災地への救援物資輸送、地形撮影、国境監視、森林
火災の早期発見および早期消火。

　  　国内では、地方自治体に対し被災地への救援物資輸送、
有害動物数調査　地形撮影。

　  　国土交通省に対し活動時の火山調査、火山噴火後の地
形調査、砂防ダム写真撮影。民間では送電線、高速道路
調査。鉄道会社では災害時の路線調査　等

　投下物資の重量を倍の 40～ 50kg を可能にする開発。地
域への物資輸送を可能にすること。目標地の地上状況を無
人機から撮影した映像より判断して、物質投下が可能かど
うかを判断できるソフトの開発。
　ユーザーに対するデモ飛行、購入後のパイロット教育を
ロボットテストフィールドで行い、地域への貢献に努めた
いです。2～ 3年以内を目標とします。

　災害時に孤立してしまう地域は山間部が多いため、高出
力のエンジンを搭載して上昇率の良い無人航空機の開発が
必要となります。場合によっては山をう回して飛行する事
も必要となる可能性がありますが、フライトコンピューター
の改良により可能になります。
　山岳地帯は、山に囲まれた地域が多く、衛星通信が途切
れる可能性がありますので、事前に予定しておいた投下地
点の映像をカメラで写し投下が可能かどうかをソフト上で
判断させます。

従来の搭載量 20kg のパラシュート付き W 型機は、安全性が高い新型無人航空機として高い評価を得られましたので、搭載量を倍以上に
した物資運搬型大型機の開発を目標としました。災害時に孤立した地域に医療品、食料、水等、40 ～ 50kg の物質を迅速に半径 50km 程
の地域に自動運搬出来ます。目標とした地域まで自動飛行を行い、目的地上空で物質投下がその場所で適応しているか、又投下が可能か
どうかの判断を機上コンピュータで行い実行します。災害時の状況を考慮して空き地からでも短距離、離発着可能な機体の開発をします。

災害時に孤立した地域に物資輸送を
半径50km以内に行なう無人航空機の開発

大型自動空輸用ロボットシステム

有限会社ランドビルド、フジ・インバック株式会社
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研究（実用化）開発のポイント・先進性

ドローン用に設計・製作した
CFRPパイプ

燃料電池ドローン

フェアスカイ株式会社　福島県南相馬市原町区青葉町2-116-7　☎ 080-5843-0770（担当：ドローン事業部　星山晃一）Mail：koichi@hoshiyama-kg.co.jp

株式会社星山工業
代表取締役　星山　天

　星山工業とビードローン
が連携協力し、フェアスカ

イ株式会社が発足いたしました。浜通り
地域の活性化と若い方々への雇用の場を
提供することが目的です。
　１時間の飛行ができる燃料電池を搭載
する産業用の 25kg 級と 150kg 級の２
種類のドローンの開発にチャレンジして
おります。

１．燃料電池搭載ドローンの製作：英
国製小型高性能燃料電池を連結した発
電機構と水素供給システム（特許申請
中）を開発し、炭素繊維複合材料製燃
料電池ドローンを開発した。
２．超軽量・高強度の炭素繊維複合材
料の製作：新品とリサイクルした炭素
繊維を用いてドローン機体専用材料を
開発した。リサイクル炭素繊維材料に
ついては国内外特許申請中。

　本事業で開発するドローン（小型機：
積載量10kg、飛行時間１時間、大型機：
積載量 20～ 40kg、飛行時間１時間）
には、市販品がありません。そのため、
環境ビジネスや物流ビジネスなど多く
の産業分野で待望されています。
　これらのドローンを製品化できれば
浜通り地域における産業復興の加速化
と多くの経済的波及効果をもたらすこ
とができます。

　本事業では、物流や防災支援などを主な用途とする 25kg
級の小型機と 150kg 級の大型機の２種類のドローンを開発
目標としています。
　３年の研究開発期間で、１時間の飛行ができる機体の開発
を目標とし、新品とリサイクル回収した炭素繊維で機体専用
のCFRPコンポジット（炭素繊維複合材料）を創り、さら
には小型燃料電池やハイブリッド電源等長時間飛行のための
電源供給システムを開発しました。（燃料電池水素供給シス
テムとリサイクル炭素繊維複合材料で2件の特許申請）

　本事業では、機体総重量が 25kg 級と 150kg 級のドロー
ンを開発しています。機体専用材料としての新規な超軽量・
高強度な炭素繊維複合材料と、1時間程度の長時間飛行を
可能とする燃料電池とリチウムイオン電池のハイブリッド
電源の試作にめどがつきましたので、次年度より実機開発
に入ります。

　改正航空法では、ドローンの機体総重量が 25kg 未満を
ひとつの重量カテゴリーとしており、国内を飛行している
ドローンの大部分はこの分野です。荷物積載量を増やすた
めには機体の軽量化が欠かせません。さらに、産業用ドロー
ンとしては長時間飛べることが必須の要件です。

実施期間
▼

2017年度～2019年度

実用化開発場所
▼

南相馬市

2017年度開始

本事業では、機体総重量が 25kg 級と 150kg 級のドローンを開発しています。荷物積載量
を増やすために、機体専用材料として超軽量で高強度な炭素繊維複合材料を新たに開発し、
機体の軽量かつ堅牢化に成功しています。さらに、1 時間程度の長時間飛行を可能とする燃
料電池とリチウムイオン電池を複合化させたハイブリッド電源を開発中です。

長時間飛行可能な燃料電池ドローンと
機体専用炭素繊維複合材料を開発

ドローン用超軽量機材と小型燃料電池システムの開発

フェアスカイ株式会社
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